
 

 

基準２－３ 学習・生活支援 

学生が適切に学べる環境を形成し、学習・生活面の支援を行っているか。 

 

   〈優れた取組を抽出する視点の例〉    

 

a）学習支援 

 

 シラバスが明確に作成され活用されるとともに、参加大学間でカリキュラム、科目

履修順序、単位認定可能な科目等の情報の共有を行うことにより、学生に対して派

遣前の履修指導を適切に実施している。 

 アカデミックカレンダー（学事暦）の違いについて、プログラム用の特別なカレン

ダーの採用や集中講義の実施、補習の実施等により、学生の学習上の障害に対応し

ている。 

 現地での単位取得に支障が生じた学生がいた場合の対応方針を明確に定めている。 

 自大学から派遣する学生に対して、事前の語学研修や補習等の追加指導の実施、派

遣先での学習面での遠隔指導等の各種の学習支援を実施している。 

 海外から受け入れる外国人学生に対して、履修指導、教育支援者・ＴＡの配置、語

学研修や補習等の追加指導、学内各種資料の翻訳や諸手続の支援等の各種の学習支

援を実施している。 

 移動する学生が図書館、ＩＴ機器、研究施設・設備等を利用できるよう、学習環境

を適切に構築している。 

 

b）生活支援 

 

 参加学生に奨学金等の財政的支援や宿舎等の情報を事前に提供するとともに、ほと

んどの参加学生にこれらの支援を提供できている。 

 海外からの学生に対して、事前に生活支援の情報を適切に伝達するとともに、来日

後のオリエンテーション、言語や生活面の支援やカウンセリング、災害時等のリス

ク管理、卒業後の就職の支援等の各種の生活支援を行っている。 

 自大学から派遣する学生に対して、事前に派遣先での生活支援の状況を適切に伝達

するとともに、派遣先での遠隔でのカウンセリング等、災害時等のリスク管理、卒

業後の現地での就職の支援等の各種の生活支援を行っている。 

 参加している学生間での交流支援や、（既に該当する場合には）卒業・修了後の同窓

会組織の形成を支援している。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

   〈段階判定の尺度と説明〉    

 

尺度 各段階の説明 

課題が残っている 

・ 移動する学生への事前の履修指導が十分に行われていない。参加大

学間で補習等の学習支援体制が実施されていないか、実施内容の把

握や調整がなされていない。 

・ 奨学金や宿舎等の住居支援が十分ではなく、学生の生活面での負担

が大きい。学生の生活支援を行う責任体制が明確でなく、派遣学生

や受け入れ学生の相談やリスク管理がなされていない。 

標準的 

・ 参加大学間で履修に必要な情報を事前に共有し、履修指導を行って

いる。移動する学生への研修・補習（語学含む）が一部実施されて

いる。図書やＩＴ、実験施設等の学習環境が適切に提供されている。 

・ 奨学金や宿舎等の住居支援が多くの学生に提供されている。学生の

生活支援について参加大学との連携や分担が行われ、学生からの要

請に基づいて相談を行っている。 

進展している 

・ 参加大学間で履修に必要な情報を事前に共有し、履修指導を適切に

行っている。移動する学生への研修・補習やＴＡ等の支援が参加大

学で連携して実施されている。各種施設・設備などの学習環境（正

課外学習を含む）が適切に提供されている。 

・ 奨学金や宿舎等の住居支援がほとんどの学生に提供されている。各

種の生活支援（カウンセリング含む）が参加大学で連携して提供さ

れ、その情報が体系的に提供されている。就職面の支援等を行って

いる。 

優れて 

進展している 

・ 参加大学間で履修に必要な情報を事前に共有し、履修指導を適切に

行っているとともに、学事暦や科目開設期間の調整等の、移動する

学生の不利益を緩和する措置がなされている。移動する学生への研

修・補習やＴＡ等の支援が参加大学の協力のもとで全ての大学で充

実して行われ、積極的に学生が利用している。遠隔でのカウンセリ

ングを含む学習相談がなされている。最新の施設・設備等の優良な

学習環境（正課外学習を含む）が提供され、利用されている。 

・ 奨学金や住居支援が全ての学生に提供されている。各種の生活支援

が参加大学協力のもとで全ての大学で充実して提供されており、教

職員がそれを把握して学生に助言できている。学生が実際に活用

し、その内容を体系的に集積することで生活支援の組織的改善へ活

かしている。就職面での支援が十分な連携・協力のもとで行われて

いる。学生や卒業生の間の交流が支援されている。 




